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里山学のすすめ
丸山徳次・宮浦富保 編　定価 2310 円　ISBN978-4-8122-0738-3

―〈文化としての自然〉再生にむけて

里山学のすすめ
龍谷大学里山キャンパスでの実践から生まれた本。
里山的自然とは何かを明らかにし、里山維持の伝統的
な技法と作法を解明してそれを現在に生かすヒントを
探求、将来にわたって保全していくための里山学を提唱。
自然科学と人文社会科学、専門家と市民のバリアーを
越えて協働する実践学。

丸山徳次（龍谷大学文学部教授）
宮浦富保（龍谷大学理工学部教授）

◎編

A５判 並製 カラー口絵 8頁＋388 頁
定価2310円
（本体価格 2200 円＋税 5％）

〈文化としての自然〉再生にむけて
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